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恐るべきものは数々あれど、人の性ほど恐るべきものはない。

〔ソポクレス fアンテイゴネj第一聯 (332))

「恐るべきものJと仮に訳した言葉、タ・デイナ('taOELVa)、単数形ト・デイノ
ン('tOOEtVOV) は「素晴らしいものJ、[驚嘆すべきものJという讃辞を意味する
と同時に、「不気味なものJrおぞましいものJという禍々しい響きをも持ってい
る(1)。元来「恐れる(デイド-Oeぬω)Jという動詞から派生したこの言葉は「意

のままにならぬ恐健の対象jを意味し、人間にとって最も「恐るべきものJは人
間自身であると言っているのである。では何ゆえに、人間は人間を恐れなければ

ならないのか。その「知性(ドクサ旬以)Jゆえである。

第一聯は続く。
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